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第1回 定例会

令和６年度予算の概要

その他の議案および議決結果は、９ページに掲載しています。

令和６年度の予算などを
審議しました

　令和６年第１回定例会では、令和６年度予算に関わる議案や札幌市基金条例の一部を改正
する条例案などの議案60件、諮問１件、意見書６件、決議１件を全会一致または賛成多数で
可決しました。

　令和6年度の一般会計予算は、「アクションプラン
2023」に掲げた各事業を重点的に計上した一方、
新型コロナウイルス関連の事業費が減少したこと
により、前年度に比べ0.2％減の１兆2,417億円を
計上し、過去２番目の予算規模となりました。
　なお、特別会計・企業会計を加えた全会計では、前年
度に比べ1.5％増の１兆9,310億円を計上しています。

　以下の経費など、全会計総額41億9,420万
円を増額する補正予算を可決しました。

　脱炭素化の取り組みをさらに進めていく
ための資金として広く市民や企業から受け
入れた寄付金などを計画的に積み立てるこ
とを目的とする脱炭素化推進基金を新たに
設けるものです。

可決した主な議案  ～補正予算案と条例案～

令和５年度の補正予算案

（注１）

予算の主な使い道
子ども・子育て支援

●助成対象に追加する中学生などの通院医療費
●学校や保育施設などの冷房設備の整備

1

ＧＸ・脱炭素、経済活性化
●GX投資を呼び込むための取り組みを推進
●半導体関連産業の集積に向けた調査と人材育成

2

安全・安心
●中央区複合庁舎に災害対策本部代替施設を整備
4

市民生活を支えるための取組
●人手不足が深刻な業界の人材確保対策
5

ウェルネス（健康）、ユニバーサル（共生）
●高齢者の健康づくりや社会参加を後押しする
　新たなポイント制度の実施に必要なシステム構築
●市内施設のバリアフリー化

3

一般会計の歳入・歳出内訳（注１）

歳　入 歳　出

（単位：億円）

その他

市債
諸収入

地方交付税
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国庫支出金

経済費
公債費

土木費

職員費

保健福祉費
3,465

札幌市基金条例の一部を改正する条例案

数値は原則として四捨五入で表示しているため、差し引きが一致しない場合があります。

●低所得者支援および定額減税補足給付金
●公共交通確保緊急支援費追加
●道路、学校施設などの整備・更新に係る
　経費等の追加

可決した主な意見書・決議（概要）

精神障がい者に対する公共交通機関の
運賃割引制度の適用を求める意見書

意見書

上記を含む可決した７件の意見書および決議の全文は、市議会ホームページに掲載しています。

意見書とは、市政の発展に必要な事柄の実現を要請するため、
市議会の意思を決定し、国会や政府に提出するものです。

 障害者基本法や障害者の権利に関する条約に基づき、わが国では、障がい者施策に
おける「３障がい（身体、知的、精神）一元化」が進められ、障がい者が地域で暮らせ
る社会に向けた取り組みが進められてきました。
　しかし、公共交通機関の運賃割引制度は、身体・知的障がい者を対象に実施されて
いるものの、いまだ多くの公共交通機関で精神障がい者を対象とした運賃割引制度が
導入されていないため、自立と社会参加を進める上で、大きな支障となっています。
　精神障がい者は、精神科病院等への定期的な通院が必要不可欠で、本人はもとより
家族にかかる経済的負担が大きく、全ての公共交通機関における運賃割引制度の早期
の導入が求められています。
　そこで、国会及び政府に対し、精神障がい者の社会参加の促進に向け、公共交通
事業者等が精神障がい者を運賃割引制度の対象とするために必要な措置を講ずるよ
う強く要望します。

ガザ地区における停戦と人道支援を求める決議

決 議 決議とは、市議会としての意思を決定し、それを対外的に
表明するものです。

2,484

1,109
1,173

1,431

2,755

2,643

924
1,010
1,524

1,617

4,699

その他

令和６年度の予算規模 （単位：億円）
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 ２０２３年１０月７日、ハマス等武装勢力は、パレスチナ自治区ガザ地区からイス
ラエル領内に越境攻撃を行い、罪のない一般市民にまで多大な被害が発生しました。
　これに対し、イスラエルは、ガザ地区への空爆、地上侵攻や電力、燃料、物資等を
封鎖し、ガザ地区全土での地上作戦を展開しているため、多くの子どもも犠牲となる
など、深刻な人道危機が発生しています。
　こうした事態を受け、国連総会や安全保障理事会は、人道目的の即時停戦等を求め
る決議や人道支援の拡大等を求める決議等を採択し、国際社会の意思を示しました。
また、国連の国際司法裁判所は、イスラエルに対し、ガザ地区でのジェノサイド（集
団虐殺）を扇動する行為の防止と扇動の処罰、必要な人道支援等を命じましたが、現
在もガザ地区での人道危機は継続しています。
　本市では、人々が等しく平和に暮らせる世界の実現を願い「札幌市平和都市宣言」
を行っており、ガザ地区での現状は、市民の願いに反するものであります。
　そこで、本市議会は、関係国や当事者が国連総会や安全保障理事会での決議を履行
し、一刻も早く紛争を終結するよう強く求めます。


